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令和３年度山口県毒物劇物危害防止運動の実施について（依頼） 

 

毒物劇物の危害防止につきましては、平素から格別の御協力をいただき

厚くお礼申し上げます。 

さて、令和３年５月 10 日付け令３薬務第 143 号により書面で開催しま

した山口県毒物劇物危害防止対策協議会において、別添「令和３年度毒物

劇物危害防止運動実施要領」に基づき、本運動を実施することとなりまし

た。 

つきましては、貴会（課）関係機関又は貴会会員に対する本運動の周知

及び円滑な実施について、よろしくお願いします。 

併せて、本年度は、東京 2020 オリンピック及びパラリンピックが開催予

定であることから、毒物劇物がテロや犯罪などの不正な目的に利用される

ことないよう、保管管理の徹底や盗難・紛失防止についても周知をお願い

します。 
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令和３年度毒物劇物危害防止運動実施要領について 
 
１  趣旨 

高度化された化学技術の進展に伴い、多種多様の化学物質が様々な分野で製造、使

用されている。 

これら化学物質の中でも、毒物劇物は毒性が強いため、これらの漏洩事故等が発生

すると保健衛生上の重大な危害を及ぼすおそれがある。 

また不安定な社会情勢の中で、今年度は東京 2020 オリンピック及びパラリンピック

が開催されることから、毒物劇物がテロや犯罪などの不正な目的に利用されるおそれ

がある。 

このため、関係機関の連携・協力のもとに、事業所内における安全管理・保管管理

の徹底及び運搬中の安全対策並びに販売業者等に対する適正な販売管理の指導を積極

的かつ強力に推進するものとする。 
 
２ 実施機関 

山口県毒物劇物危害防止対策協議会及び関係機関 
 
３ 実施事項 

(１)  毒物劇物製造業・業務上取扱者の事故防止対策の推進 

      ア 毒物劇物取扱管理指針に基づく管理体制の構築及び運用の徹底 

   イ 毒物劇物安全管理研究会の開催 

      ウ 毒物劇物危害防止対策総点検の実施（毎年 11 月 11 日を中心に実施） 

   エ 毒物劇物危害防止標語の募集 

   オ 毒物劇物に係る事故・啓発情報の発信 

   カ 事故発生時の通報義務の周知徹底 

      キ 通報連絡訓練の実施 

   ク 自然災害時における適切な保管管理の指導の徹底 

ケ 毒物劇物製造業者一斉立入調査の実施 

     対  象：毒物劇物製造業者 

      重点事項：爆発物の原料となり得る劇物の購入目的を確認することの徹底 

           適正な販売・保管管理、運搬時における盗難・紛失防止 

(２)  毒物劇物運搬中における事故防止対策の推進 

      ア  事故想定教育及び訓練の実施 

      イ  毒物劇物事故処理マニュアル（運搬中）-資料編-の修正 

ウ 運搬中の安全管理の徹底 

(３)  毒物劇物の目的外使用に対する防止対策の推進 

   ア 販売時の譲渡手続きの遵守及び確認事項の徹底 

   イ 適正な保管管理の徹底 

ウ  販売業者等に対する講習会等の実施 

エ テロや犯罪等における毒物劇物の盗難・紛失防止の指導の徹底 

(４)  消費者に対する安全対策の推進 

   家庭用品の安全性の情報収集と共有並びに消費者に対する啓発 

(５) 毒物劇物危害防止運動強化月間(6 月、11 月)における啓発、指導の徹底 

   （特に 6 月時において、オリンピック、パラリンピックにおける大事故、テロ及び犯罪対策） 

      ア 広報・啓発活動の推進 

     ・毒物劇物危害防止標語の募集 

          ・報道機関等の協力を得た広報 

          ・インターネットを活用した情報提供                                

イ 毒物劇物取扱者（製造業者等、運送業者、販売業者及び学校）総点検の実施 

ウ 毒物劇物使用者に対する安全使用及び保管管理の指導



 

 

別紙 

毒物劇物危害防止標語募集要領 
１ 趣  旨 

 毒物劇物などの化学物質は、現代社会において必要不可欠なものですが、万一これらの取扱い

を誤れば、重大な事故を引き起こす危険性を有しており、その取扱いには万全を期す必要があり

ます。 
 しかしながら、県内では、工場等において毒物劇物の漏えい事故等が多く発生しています。 
 このような事故を未然に防止するためには、毒物劇物を取扱う一人ひとりが、保安意識を常に

持つことが必要です。 
 危害防止活動を一層進め、事故のない安心・安全な山口を築くために、みなさんから広く標語

を募集します。 
 
２ 主  催 
  山口県毒物劇物危害防止対策協議会 
 
３ 募集作品 

 毒物劇物に係る事故の未然防止に関する標語(作品は未発表のものに限ります。) 
 
４ 応募資格                 
  県内の毒物劇物取扱事業所の従事者 
 
５ 応募方法 
  次の方法で応募してください。  

（１）官製はがき 
（２）E-メール：a15400@pref.yamaguchi.lg.jp 
   氏名、事業所名称、所属、所在地、電話番号を明記してください。  

   （薬務課ホームページに掲載する様式をご使用ください。） 
 
６ 応募先 
  ・ 最寄りの健康福祉センター（環境衛生薬事班又は環境薬事班） 
 ・  下関市立下関保健所（保健医療政策課） 
 ・ 山口県毒物劇物危害防止対策協議会 
    〒 753-8501 山口市滝町１番１号 山口県健康福祉部薬務課内 (TEL:083-933-3018) 
 
７ 締切り 
  令和３年８月２７日（金） 

  （郵送の場合は令和３年８月２７日（金）までの消印有効） 
 
８ 審査及び発表 
  山口県毒物劇物危害防止対策協議会が毒物劇物危害防止標語応募作品審査会で審査し、表彰を

行います。 
 
９ 賞 
  最優秀作品 １点   優秀作品 ２点   佳作 ３点 
 
10 著作権 
  著作権は主催者に帰属し、応募作品は返却しません。 
 
11 作品の利用 
  入選作品は、関連行事及び薬務課ホームページに掲示するほか、啓発資料として随時活用しま 

す。 
  また、毒物劇物取扱事業所においては、積極的な標語の掲示をお願いします。 


